
                   

五
月
二
十
九
日
（
日
）
夕
鶴
の
里

友
の
会
（
伊
藤
進
司
会
長
）
主
催
の

第
十
四
回
「
民
話
の
語
り
駅
伝
」
が
、

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

伊
藤
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
往

路
第
一
区
の
渡
邊
記
美
子
さ
ん(

民

話
会
ゆ
う
づ
る)

が
「
匂
い
の
代
金
」
を

語
り
、
順
々
と
タ
ス
キ
が
リ
レ
ー
さ
れ

て
い
き
、
往
路
十
区
で
は
、
長
沢
登

代
さ
ん
の
「
白
竜
湖
の
琴
の
音
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
復
路
十
一
区
は
、
友
の
会

役
員
に
よ
る
、
寸
劇
「
み
そ
買
い
橋
」

が
公
演
さ
れ
、
素
人
と
は
思
え
な
い

役
者
ぶ
り
に
、
会
場
は
笑
い
の
渦
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ス

キ
は
十
二
区
の
戸
田
節
子
さ
ん
に
渡 

          

り
、
語
り
が
披
露
さ
れ
、
次
々
と
タ
ス

キ
が
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二
十
区
、

ア
ン
カ
ー
は
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
堀

敏
子
さ
ん
に
よ
る
「
勇
気
の
あ
る
小

僧
っ
こ
」
が
披
露
さ
れ
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。 

 
今
年
は
、
大
人
に
混
じ
り
、
小
学

校
児
童
９
名
が
出
演
し
ま
し
た
が
、

情
感
た
っ
ぷ
り
の
語
り
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

              

出
演
者
、
題
目
は 次

の
通
り
で
す
。 

往
路 

 

一
、 

渡
邊
記
美
子 

(

民
話
会
ゆ
う
づ
る) 

『
匂
い
の
代
金
』  

二
、 

大
滝
由
眞 

（
漆
山
小
六
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
寝
言
兄
弟
』 

三
、 

白
岩
彩
矢 

（
赤
湯
小
四
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
ク
モ
と
ハ
チ
』 

四
、 

平
山
万
貴
子
（
夕
鶴
の
里
友
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
見
え
な
い
布
』 

五
、 

尾
形
愛
里
沙
（
漆
山
小
六
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
長
い
名
の
子
』 

六
、 

菅 

美
和
子
（
川
西
昔
ば
な
し
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
柳
清
水
』 

七
、 

佐
藤
理
紗 

（
漆
山
小
六
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
福
は
内
』 

八
、 

芳
村
裕
子 

（
米
沢
と
ん
と
昔
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
食
わ
ず
女
房
』 

九
、 

須
藤
の
り
子 （

ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
酒
の
籠
抜
け
』 

十
、 

長
沢
登
代 

 

（
夕
鶴
の
里
友
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
白
竜
湖
の
琴
の
音
』 

 

復
路 

 

十
一
、
友
の
会
役
員
・
寸
劇 

 
 

 
 

『
み
そ
買
い
橋
』 

十
二
、
戸
田
節
子 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
） 

 
 

 
 

 
『
月
に
行
っ
た
兎
』 

十
三
、
武
田
佳
己 

（
中
川
小
五
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
松
尾
神
社
の
石
段
』 

十
四
、
武
田
翔
斗 
（
中
川
小
五
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
静
御
前
と
夜
泣
き
地
蔵
』 

十
五
、
遠
藤
優
綺 

（
宮
内
小
六
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
ぼ
た
も
ち
蛙
』 

十
六
、
竹
内
浩
子 

（
夕
鶴
の
里
友
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
貧
乏
神
』 

十
七
、
石
井
ら
ら
（
宮
内
小
六
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
和
尚
と
小
僧
』 

十
八
、
井
上
華
那
（
中
川
小
五
年
生
） 

 
 

 
 

 

『
明
神
様
の
片
目
の
魚
』 

十
九
、
太
田
慶
子
（
長
井
小
町
の
会
） 

 
 

 
 

 

『
サ
ル
の
生
き
肝
』 

二
十
、
堀 

敏
子
（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
） 

 
 

 
 

 

『
勇
気
の
あ
る
小
僧
っ
こ
』 

  

◎
出
演
い
た
だ
い
た
皆
様
、
素
晴
ら

し
い
語
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
                   

 
 

 
 

 
 

   

６
月

１４
日
撮
影 

 

 

今
年
も
、
６
月
８
日
（
水
）

か
ら
、
蚕
の
飼
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

四
令
か
ら
の
飼
育
な
の 

で
、
３
日
目
く
ら
い
で
眠

中
、
脱
皮
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
６
月
の
末
に
は
、
繭

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 
 



             

学
生
の
社
会
人
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
五
月
二
十

八
日
（
土
）
に
社
会
人
力
育
成
山
形

講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。 

今
年
四
年
目
で
、
六
月
十
一
日
、

六
月
二
十
五
日
、
七
月
九
日
の
合

計
四
日
間
の
日
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
山
形
大
学
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
、
米
沢
女
子
短
期
大
学

な
ど
の
女
子
大
生
八
名
が
受
講
し
ま

す
。
夕
鶴
の
里
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
「
見
る
」
「
聞
く
」
「
体
験
す
る
」

を
内
容
と
し
て
、
語
り
を
聞
く
他
に
、

語
り
部
体
験
、
南
陽
市
ゆ
か
り
の
地

巡
り
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
機
織
り
体

験
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

   
  

     

        
 

      

夕
鶴
の
里
自
主
事
業
実
行
委
員

会
主
催
の
「
第
十
七
回
夕
鶴
の
里
語

り
部

養

成

講

座

」
が
六

月

四

日

（
土
）
開
講
し
ま
し
た
。 

 
今
年
は
、
大
人
三
名
、
子
ど
も
六

名
の
受
講
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

開
講
式
で
は
、
渡
邊
記
美
子
自
主

事
業
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
受

講
生
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
初
め
て

の
受
講
生
は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
練
習
に
入
る
と
、
講
師
の

先
生
と
談
笑
し
て
い
る
場
面
も
見
受

け
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

        
 
 

    
 

 
 

 
 
 
 

 

                                         

             

南
陽
市
出
身
の
首
都
圏
在
住 

者
で
組
織
し
て
い
る
東
京
南
陽 

会
七
十
五
名
の
皆
さ
ん
が
、
五 

月
二
十
三

日
夕
鶴
の
里
に
来
館 

し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の 

島
貫
貞
子
さ
ん
の
民
話
口
演
、 

「
鶴
の
恩
返
し
、
若
返
り
の
水
、 

屁
っ
た
れ
嫁
ご
」
な
ど
、
全
６ 

話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

帰
り
際
に
は
「
方
言
が
懐
か 

し
か
っ
た
」
「
若
返
っ
た
よ
う 

だ
」
「
元
気
で
頑
張
っ
て
下
さ 

い
ね
」
と
、
島
貫
さ
ん
と
が
っ 

ち
り
握
手
を
交
わ
し
て
お
り
ま 

し
た
。 「昔のあそび」  

☆☆ペットボトルでピザ作り☆☆  

・ 日  時：７月２３日 (土 ) 

１０時より  

・参加費：１人２００円  

皐
月
（
さ
つ
き
） 

〈
５
月
〉
田
植
え
が
盛
ん
で
、
早
苗
を 

 
 

 

植
え
る
月｢

早
苗
（
さ
な
え
） 

 
 

 

月
（
づ
き
）
が
つ
ま
っ
て
「
さ

つ
き
」
と
な
り
ま
し
た
。 

水
無
月
（
み
な
づ
き
） 

〈
６
月
〉
梅
雨
が
終
わ
り
、
水
も
か
れ

尽
き
る｢

水
無
し
月｣

が
「
み
な

づ
き
」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 
 

  

「
暦
の
お
し
え
」
三
須
啓
仙
著
よ
り 
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南陽市ゆかりの地巡り  

「妹背の松」にて  

開講式の様子  


